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◆授業の方針・概要

1年～3年と通して学んだクリエーションやテクニックの集大成としてコンセプトに基づいたオリジナリティのある作品を制

作する。授業担当の現役コレクションデザイナー／パタンナーとしての実務経験を生かし、学生の個性を尊重し、一貫した独自

のクリエーションを作り上げることと、産学連携の商品企画のように、グループワークを通して必要な協調性や責任感を持ちな

がらの作業とを進める。 

◆到達目標（学修成果）

アイテム制作を通して卒業コレクションをまとめ上げるための創造力を身に付ける事と、産学連携では「商品作り」という観

点から 1年後の自分を見据えて学ぶ。 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業のために必要な科目である。創造性及び企画力を身に付ける。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1週 ＊アイテム制作 1体 （卒業制作へと結びつける技法研究） 予習：市場調査 60分 

2週 コンセプト、テーマの立案、デザイン考案、素材イメージ 予習：トレンド検索 30分 

3週 製図 復習：基礎テキスト確認 30分 

4週 トワル制作 予習：素材探し 90分 

5週 〃  ・仮縫い 復習：部分縫い 30分 

6週 裁断、縫製 予習：既成服縫製市場調査 60分 

7週 〃 予習：  〃 60分 

8週 コーディネートプラン、プレゼンテーション 予習：プレゼンの構成 30分 

9週 ポートフォリオ作成  予習：構成組み立て 60分 

10週 ＊産学連携授業の商品作り 予習：市場調査 90分 

11週 〃 復習：部分縫い 30分 

12週 〃 復習：  〃 30分 

13週 〃 予習：プレゼンテーション 30分 

14週 〃 予習：プレゼンテーション 30分 

15週 ＊表現方法の研究 予習：服飾手芸 30分 

16週 スモッキング 予習：トレンド検索 30分 

17週 ドレーピング 予習：トレンド検索 30分 

18週 スラッシュキルト 予習：トレンド検索 30分 

19週 自由 予習：トレンド検索 30分 

20週 ＊卒業制作  5体以上 予習：市場調査 60分 

21週 コンセプト・テーマ立案 予習：市場調査 60分 

22週 素材イメージ・素材サンプル制作 予習：トレンド検索 30分 

23週 製図 復習：基礎テキスト確認 30分 

24週 トワル制作 予習：素材探し 90分 

25週 〃 復習：部分縫い 30分 

26週 本縫い 予習：既成服縫製市場調査 60分 

27週 〃 予習：既成服縫製市場調査 60分 

28週 〃 予習：プレゼンの構成 30分 

29週 〃 復習：プレゼンテーション 30分 

30週 まとめ 

◆フィードバックの方法

それぞれの工程で点検し作品返却時に講評する。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業評価(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) －  

◆教科書

必要に応じて資料を適宜配布

◆参考文献

ドレメ式原型、SEWING Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、ドレメファッション造形講座、PATTERN MAKING Ⅰ．Ⅱ、

ドレメセミナーテキスト、各種ファッション雑誌など

◆オフィスアワー

毎週：月曜日（１５：４５～１６：４５）5302教室（第 5校舎 3階）

◆備考

日程及び内容を変更することもある。

服飾造形・実習Ⅳ 
坂口 英明・渡邊 千佳子 

高度アパレル専門科 4年 通年 必修 （演習／実習･実技） 
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8402 

◆授業の方針・概要

個々のオリジナリティ性を活かして、今までに学んできた様々な知識、技術、クリエーションの集大成として、独創性のある

作品群を制作。 

 他の授業と連携をとりながら、テキスタイルからオリジナルを目指しテーマとコンセプトに基づいた５体以上の作品を制作す

る。最終作品として、トータルでコーディネートした群像で発表会に挑む。 

◆到達目標（学修成果）

作品制作ではクリエーション性やオリジナリティ性を、また、ブースにおいてプレゼンテーションする事で自分の世界観を

表現する方法を学ぶ。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業のために必要な科目である。創造性及び企画力、プレゼンテーション力を身に付ける。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 コンセプト・テーマ立案・デザイン考案 予習：市場調査 90分 

2回 素材イメージ・素材サンプル制作 予習：トレンド検索 30分 

3回 製図 復習：基礎テキスト確認 30分 

4回 トワル制作 予習：素材探し 60分 

5回 部分縫い 予習：ディテール考案 60分 

6回 テキスタイルサンプル 予習：テキスタイル模索 30分 

7回 トワル仮縫い、パターン修正 復習：部分縫い 30分 

8回 裁断、本縫い 予習：既製服調査 60分 

9回 予習：  〃 60分 

10回 復習：テキスト確認 30分 

11回 

12回 

13回 

14回 

15回 

16回 

17回 ブース設営 予習：空間表現の方法 

18回   〃 予習：プレゼン構成 60分 

19回 プレゼンテーション 復習：プレゼンテーション 30分 

20回 まとめ 

◆フィードバックの方法

卒業制作発表会の審査会において、外部による審査員に評価をいただく。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 10% 

試験 － 

課題 20% 

検定試験結果 － 

企業評価(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) 70% 

◆教科書

必要に応じ資料を適宜配布

◆参考文献

ドレメ式原型、SEWING Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、ドレメファッション造形講座、PATTERN MAKING Ⅰ．Ⅱ、

ドレメセミナーテキスト、各種ファッション雑誌など

◆オフィスアワー

毎週：月曜日（１５：４５～１６：４５）5302教室（第 5校舎 3階）

◆備考

日程及び内容を変更することもある。

卒業制作 
渡邊 千佳子 

高度アパレル専門科 4年 20日間 必修 （実習･実技） 
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◆授業の方針・概要

オリジナルのデザインをテキスタイルから考えられるようにするために、３年までに学んだウィ―ビングに加え、ニットも

取り入れる。棒針とカギ針編みの基本から応用までを学び、クリエイションまで繋げていく。また、ファブリックデザインか

ら実物制作することで、よりクリエイションの幅を広げアパレル素材に対する感性を磨く。 

◆到達目標（学修成果）

ファブリックからデザインし素材を研究することで、オリジナリティのある表現力を身につける

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業に必要な科目。アパレル素材に対する感性を磨くことは、より充実した作品制作とアパレル企業で働くことに役立つ。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 編物 棒針編みの基本 サンプルを編む 復習：できるところまで進める 30 

2回 〃 復習：できるところまで進める 30 

3回 〃 復習：できるところまで進める 30 

4回 〃 復習：仕上げ 15 

5回 編物 カギ針編みの基本 サンプルを編む 復習：できるところまで進める 30 

6回 〃 復習：できるところまで進める 30 

7回 〃 復習：できるところまで進める 30 

8回 〃 復習：仕上げ 15 

9回 編物 応用 実物制作 予習：デザインを考え糸を準備 60 

10回 〃 復習：できるところまで進める 30 

11回 〃 復習：できるところまで進める 30 

12回 〃 復習：できるところまで進める 30 

13回 〃 復習：できるところまで進める 30 

14回 〃 復習：できるところまで進める 30 

15回 〃 ～仕上げ 予習：提出準備 60 

16回 ファブリックデザイン 考案 予習：デザイン資料を集める 30 

17回 イメージボードの制作 予習：材料の準備 30 

18回 〃 復習：できるところまで進める 30 

19回 サンプル制作 予習：材料の準備 30 

20回 〃 復習：できるところまで進める 30 

21回 〃 復習：仕上げ 30 

22回 実物制作 予習：材料の準備 30 

23回 〃 復習：できるところまで進める 30 

24回 〃 復習：できるところまで進める 30 

25回 〃 復習：できるところまで進める 30 

26回 〃 復習：できるところまで進める 30 

27回 〃 復習：できるところまで進める 30 

28回 〃 復習：できるところまで進める 30 

29回 〃 復習：できるところまで進める 30 

30回 〃 予習：提出準備 15 

◆フィードバックの方法

課題提出物の返却時に講評をする。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

プリントの配布

◆参考文献

なし

◆オフィスアワー

毎週：月曜日（16時 00分～17時 00分）5201教室（第 5校舎 2階）

◆備考

授業内容は変更することもある。

ファブリックデザインⅡ
赤澤 結花

高度アパレル専門科 4年 通年 必修 （実習･実技） 
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◆授業の方針・概要

アパレル業界で使われる服地のほとんどは多様な染色技術によって鮮やかな色彩と柄で表現されている。無地染や伝統工芸

染色品を除くほとんどのテキスタイルには捺染またはプリントと呼ばれる染色技術が用いられている。この技術は生地の素材

感を生かし、自由な色彩による構成が可能で豊かなテキスタイルを作ることができる。 

 この授業ではプリント染色技術とプリントデザインの基礎から応用まで、作品制作を通し、知識と技術を学修する。 

捺染技法基礎では製版技術、顔料捺染を修得する。応用では染料捺染によるリピートプリント服地またはスカーフなどの染色

作品を制作する。 

◆到達目標（学修成果）

スクリーン捺染を主に染色の基本知識と技術を学修できる。

色彩に対する感性を高めテキスタイルへの理解を深めることができる。 

素材や造形への関心を高めることができる。  

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業認定に必要ではないが今後の服飾造形への応用が出来、染色業者との共通認識を得ることができる。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 オリエンテーション(授業内容説明、諸注意)、染色講義、紗張り(簡易紗張り器

と半自動紗張り機)

予習：デザインソース

を収集しておく 
60分 

2回 捺染技法基礎 1 直接捺染法による顔料スクリーン捺染 / 紗洗浄、感光乳剤塗

布、製版、修正 

予習：デザイン準備 

復習：作業の確認 

60分 

10分 

3回 捺染技法基礎 2 紗洗浄、感光乳剤塗布、製版、修正を終了 / プリント準備 復習：作業の確認 10分 

4回 捺染技法基礎 3 顔料によるプリント/ 色糊調製、プリント、後処理、片付け 復習：作品まとめ 40分 

5回 捺染技法応用 1 技法説明、デザインエスキース、ポジフィルム原稿作成、リピ

ート確認 

予習：デザイン準備 

復習：作業の確認 

60分 

10分 

6回 捺染技法応用 2 紗張り(半自動紗張り機)ポジフィルム制作、紗洗浄、感光乳剤

塗布、製版、修正 

予習：デザイン準備 

復習：作業の確認 

60分 

10分 

7回 捺染技法応用 3 紗張りポジフィルム制作、紗洗浄、感光乳剤塗布、製版、修正 予習：デザイン決定 60分 

8回 捺染技法応用 4 紗張り)ポジフィルム制作、紗洗浄、感光乳剤塗布、製版、修正 復習：作業の確認 10分 

9回 捺染技法応用 5  被染布前処理、色糊調製、カラーマッチング、プリント 復習：作業の確認 10分 

10回 捺染技法応用 6  被染布前処理、色糊調製、カラーマッチング、プリント 復習：作業の確認 10分 

11回 捺染技法応用 7  被染布前処理、色糊調製、カラーマッチング、プリント 復習：作業の確認 10分 

12回 捺染技法応用 8  プリント、蒸熱処理、水元(水洗)、後処理、仕上げ 復習：作業の確認 10分 

13回 捺染技法応用 9  プリント、蒸熱処理、水元(水洗)、後処理、仕上げ 復習：作業の確認 10分 

14回 捺染技法応用 10 プリント、蒸熱処理、水元(水洗)、後処理、仕上げ 復習：作業の確認 10分 

15回 まとめ 講評、撮影、提出 予習：講評準備 

復習：資料作成 

40分

60分 

◆フィードバックの方法

・提出作品と写真で客観的に見る。色彩感覚、形態、構成力、表現力、技術、理解度を考え、作品講評する。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

・オリジナルプリント

◆参考文献

・必要に応じて提示する

◆オフィスアワー

・前期および後期：火曜日放課後  第 5校舎地階染色研究室（原則開講日の放課後）

◆備考

・始業時に作業の説明があるため遅刻は厳禁。

・実習費を徴収する。被染布、Tシャツなども別途購入。

・作業着、靴を各自準備し、染料等による汚染は自己責任とする。

・化学物質過敏症などアレルギーその他、疾患のあるものは事前に申し出ること。

・授業計画は進行状況により変更することもある。

ダイイングデザインⅡ 
加藤 良次 

高度アパレル専門科 4年 前期 必修 （講義／実習･実技） 
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◆授業の方針・概要

ファッション業界のみならず、デザイン業務においてスタンダードアプリケーションソフトである Illustrator・Photoshop

のスキルアップを目指し、さまざまな応用テクニックを実践していく。それぞれの目的に沿ったイメージを表現できる活用方

法を学ぶ。（作品のポートフォリオやスタイルブック等を効果的に見せるページ構成力をつける）

◆到達目標（学修成果）

Illustrator・Photoshopを使い、さらに表現方法の幅を拡げ、効果的・効率的に操作できるようになる。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業のために必要な科目。

Illustrator・Photoshopを効果的に使いこなし業務をスムーズに遂行する為のスキルが身につく。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ポートフォリオ

レイアウト基本

ポートフォリオの必要性、考え方 復習：データ整理・確認 10 

2回 レイアウトの基本（ページ構成）① 復習：データ整理・確認 10 

3回 レイアウトの基本（ページ構成）② 復習：データ整理・確認 10 

4回 セルフ

ポートフォリオ

△前期

コンセプト・フリー素材セレクト 復習：データ整理・確認 10 

5回 ビジュアル（レイアウト）イメージ 復習：データ整理・確認 10 

6回 レイアウト考案・ラフ作成① 復習：データ整理・確認 10 

7回 レイアウト考案・ラフ作成② 復習：データ整理・確認 10 

8回 ラフチェック 復習：データ整理・確認 10 

9回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ① 復習：データ整理・確認 10 

10回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ② 復習：データ整理・確認 10 

11回 画像配置（レイアウト）① 復習：データ整理・確認 10 

12回 画像配置（レイアウト）② 復習：データ整理・確認 10 

13回 まとめ・提出 復習：データ整理・確認 10 

14回 クラス発表・講評① 復習：データ整理・確認 10 

15回 クラス発表・講評② 復習：データ整理・確認 10 

16回 ▽後期

卒業制作用 

ポートフォリオ 

(ス タ イ ルブ ッ

ク)

コンセプト・フリー素材のセレクト 復習：データ整理・確認 10 

17回 ビジュアル（レイアウト）イメージ 復習：データ整理・確認 10 

18回 レイアウト考案・ラフ作成① 復習：データ整理・確認 10 

19回 レイアウト考案・ラフ作成② 復習：データ整理・確認 10 

20回 ラフチェック 復習：データ整理・確認 10 

21回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ① 復習：データ整理・確認 10 

22回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ② 復習：データ整理・確認 10 

23回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ③ 復習：データ整理・確認 10 

24回 画像配置（レイアウト）① 復習：データ整理・確認 10 

25回 画像配置（レイアウト）② 復習：データ整理・確認 10 

26回 画像配置（レイアウト）③ 復習：データ整理・確認 10 

27回 途中経過提出 復習：データ整理・確認 10 

28回 講評・修正 復習：データ整理・確認 10 

29回 修正・まとめ 復習：データ整理・確認 10 

30回 まとめ・提出 復習：データ整理・確認 10 

◆フィードバックの方法

授業内で不明点がある場合、その場で個人指導を行う。

作品は個別講評・採点後に返却する。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% ・授業態度、提出物の遅滞、作品完成度等を総合的に評価する

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業計画（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

なし

◆参考文献

随時、授業内容に合わせネットから検索。

◆オフィスアワー

毎週：水曜日（14時 45分～16時 20分）6201教室（本校舎）

◆備考

日程及び授業内容は変更することもある。

アパレルＣＧⅣ
多田 純子

高度アパレル専門科 4年 通年 必修 
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◆授業の方針・概要

パターンメーキング技術検定試験対策のために行う。パターンメーキング技術検定試験 2級ガイドブックの内容を理解し、受

験に対する訓練として、繰り返し理論問題の模擬試験を行う。実技試験対策としてはパターンメーキング及びトワリングを、時

間を決めて模擬試験を行う。 

◆到達目標（学修成果）

パターンメーキング技術検定試験 2級全員合格を目標とする。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

パターンメーキング技術検定試験 2級を受けるため。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ＰＭ技術検定試験２級ガイドブック読み合わせ、解説 予習：ガイドブック読み合わせ 120 

2回 理論試験対策としての模擬試験（本試験と同じ時間で行う）、回答 復習：模擬試験、解答 120 

3回 〃 〃 120 

4回 〃 〃 120 

5回 〃 〃 120 

6回 〃 〃 120 

7回 実技試験対策としてパターンメーキングからトワリングまでを行う。 予習：パターン及びトワリング方法 120 

8回 実技試験対策 模擬試験（本試験と同じ時間で行う） 復習：模擬試験、解答 200 

9回 〃 〃 200 

10回 〃 〃 200 

11回 〃 〃 200 

12回 〃 〃 200 

13回 〃 〃 200 

14回 〃 〃 200 

15回 〃 〃 200 

◆フィードバックの方法

授業の中で、質問に答えてその都度、解決していく。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 － 

検定試験結果 70% 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

なし

◆参考文献

パターンメーキング技術検定試験 2級ガイドブック

◆オフィスアワー

月曜日（16時 00分～17時 00分）1046教室（本校舎 4階）

◆備考

授業内容は変更することもある。

パターンメーキング演習Ⅱ 
山木 実千代 

高度アパレル専門科 4年 前期集中 選択 （演習） 
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◆授業の方針・概要

企画会社を経営し、多くのブランドを手がけてきた経験を基に、各々の学生がオリジナルブランドを立上げ、デザインマップ

を作成する。リアルデザインを意識する授業内容を組む事により、アパレルデザイナーとしての仕事内容を演習する。

◆到達目標（学修成果）

アパレルデザイナーとして、市場で求められるデザインを研究し、リサーチ結果を分析しながら、ブランド立案、マーケット

のポジション、コンセプトにそったデザインラインを考案できる人材養成を目的とする。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

ファッション分野の細部にわたるマネジメント力を備えるために必要な科目である。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 市場ブランドのテイスト分析（3ブランド） 予習：ファッション誌チェック 20分 

2回 
各々のブランドのビジュアル化と 

ポジショニングマップ作成 
予習：市場調査 60分 

3回 〃 復習：ファッション誌チェック 20分 

4回 
各々のブランドの翌シーズン構成を 

オリジナルで提案（各 5アイテム）
〃 20分 

5回 〃 復習：アイテムチェック 30分 

6回 オリジナルブランド立案 予習：市場調査 60分 

7回 コンセプト立案 予習：リサーチに基づくコンセプト設定 30分 

8回 デザインバリエーション、平絵 予習：デザイン考案（ラフ） 30分 

9回 デザインバリエーション、平絵 予習：デザイン考案（素材・カラー等ディテール） 30分 

10回 デザイン絞り込み 予習： 〃 30分 

11回 デザインボード作成 復習：ボード資料収集 30分 

12回 〃 予習： 〃 60分 

13回 〃 予習：ボード資料確認 20分 

14回 トワルを確認する 予習：デザインポイント、ディテール確認 30分 

15回 トワル修正の過程を記録する 復習：指示書修正 図表フォーマットラフ案 30分 

16回 〃 復習：指示書、トワル修正 30分 

17回 〃 予習：ボード構成ラフ案 60分 

18回 コンセプトのビジュアル化 復習：ボードアップ 30分 

19回 ビジュアルボード完成 復習： 〃 30分 

20回 プレゼンテーション○完 復習： 〃 30分 

21回 オリジナルブランド（卒業制作に向けて） 予習：市場調査 60分 

22回 ブランドコンセプト確認 予習：市場調査、コンセプト立案 60分 

23回 シーズンコンセプトの設定 予習：トレンドを調べる 30分 

24回 展開アイテムデザイン、平絵 予習：再度 市場調査 60分 

25回 メインスタイリング決定 復習：スタイリングのハンガーイラスト 30分 

26回 〃 復習：デザイン画作成 30分 

27回 ファイリング等最終確認 復習： 〃 30分 

28回 仮定ブースのイメージ考案 復習：演出方法をまとめる 30分 

29回 〃 復習： 〃 30分 

30回 プレゼンテーション（クラス内） 復習： 〃 30分 

◆フィードバックの方法

ブランディングボードの各自への講評、提出ボードに採点し学生に返却。（提出後 2～3週間後）

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業評価(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) － 

◆教科書

なし

◆参考文献

必要に応じて資料配布。

◆オフィスアワー

毎週： 水曜日（12：20～13：00）第 5校舎 1Ｆまたは講師室。

◆備考

日程内容を変更する場合もある。

実践商品企画 
鈴木 和子 

高度アパレル専門科科 4 年 通年 必修 （実習･実技） 
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◆授業の方針・概要

３年次の商品企画の内容を検証した後、それらを踏まえた新しいプランニングを行う。アパレル企業で日常行われている

作業を再現する事でブランド化の概念とノウハウを学習する。３年次の商品企画の内容を PA-MAP APPに落とし込みながら

売上、予算、上代、原価、デザイン等、製品化に関わる多くの事を検証し、QCDIBバランスを加味しながら、プロダクトとし

ての完成度を高める為に何が必要かを学んでいく。今年度の PA-MAPを作成しながら，Simulation PDCAのタイミングや

関連する事項、それらが含まれる帳票等、その意味や内容を、必要になった時点でタイムリーに学習していく。

授業担当者のプロダクトマネージャー（サンプル作成から製品までの,デザイン・パターン以外の全てをマネジメント）

としての実務経験を活かし、作品ではなく、製品として達成すべき必須項目や条件等を理解し、ブランドとしてのあるべき

方向の模索や、商品としてブラッシュアップするバランス感覚を、実践を通して習得する事を目指す。

*PA-MAP   P=Priority（優先順位）、A=Adjustment（調整）、M=Material（素材・人材・道具）、 

A=Assort（分類・品揃え）、P=Planning board（計画盤）  

＊QCDIBバランス  Q=クオリティ（品質）、C=コスト（原価）、D=デリバリー（納期）、I=イメージ（構成・印象）、 

 B=バジェット（予算）のバランス 

＊PDCA    P=Plan（計画）、D＝Do（実行）、C＝Check（検証）、A=Action（改善） 

＊ Simulation PDCA 一般的に行う、実際にモノを作ってからの PDCAではなく、事前に製作工程や条件等を検証し、 

実現可能かのシミュレーションを繰り返し、リアルな商品計画としてブラッシュアップしていく PDCA 

◆到達目標（学修成果）

プロダクトを完成させていく過程で必要な、QCDIBバランス、PDCAのタイミングや、何について検証すれば良いか等、

問題解決の糸口が自ら見つけられ、さらに解決策（案）が導き出せる様、個々の製品だけでなく、ブランド全体の

完成度を上げる為のノウハウの取得を目標とする。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

他の教科の学習内容を駆使する為の総合演習的な科目。

製品のプランニングの為に必要なコミュニケーションの理解と実践をする為に必要となる。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 

＊授業目的と到達目標の説明 

＊ファッションビジネスにおけるアパレル製品企画、ブランドマネジメントの位置

づけについて、顧客満足や品質を担保する生産のためのプロダクトマネジメントの

重要性や『PA-MAP Simulation PDCA』手法で実践する方法の解説。 

＊前年度までの『PA-MAP』を見ながら、製品作成の為の素材・デザイン資料の収集

方法と PA-MAP入力ルールを解説。 

1.自分の名前のカードを PA-MAP上に作ってみる。

2.自分たちが企画するブランドのショップにどの様な品揃えをするか？各自で素

材の情報、デザイン画（写真）、製品イメージのリサーチを行う。

復習：◇授業外学修 

共有の Jamboard等に

資料を添付するか、自

身の PCのフォルダー

等にリサーチ資料を

添付し、製品プランや

イメージを見せなが

ら発表出来る様準備

しておく事。

60分 

2回 

*自分たちが企画するブランドのショップにどの様な品揃えをするか？-①

1.各自で素材の情報、デザイン画（写真）、製品イメージのリサーチ結果と製品プ

ランを、共有の Jamboard等や自身のフォルダーに整理した資料を元に発表する。

2.全員のアイディアを元にディスカッションを行う。

3.製品プランの情報を PA-MAPアプリに入力する。

◇授業の視点

現時点での情報で企画したモノはどの様な感じか？自分たちが企画するブランド

のショップにどの様な品揃えをするのか？決めていくためにはどの様な情報が必

要か？

復習：◇授業外学修 

ディスカッションの

結果を元に、素材・デ

ザイン資料の収集と

PA-MAP アプリへの入

力作業をしておく事。 

60分 

3回 

*自分たちが企画するブランドのショップにどの様な品揃えをするか？-②

1.素材・デザイン資料の追加収集と PA-MAPアプリへの入力作業。入力方法の確認。 

2.それぞれの素材やデザイン・製品イメージ等の店頭納期・カテゴリー設定を行い、

全体を見てディスカッションを行う。

◇授業の視点

PA-MAPに登録した情報で見た時に企画したモノはどの様な感じに変わったか？こ

の方法で見た時に企画を決めていくためにはどの様な情報が必要か？

復習：◇授業外学修 

ディスカッションの

結果を元に、素材・デ

ザイン資料の追加収

集と PA-MAP アプリへ

の入力作業をしてお

く事。 

60分 

4回 

*自分たちが企画するブランドのショップにどの様な品揃えをするか？-③

1.素材の情報の追加 （生地の企画情報と仕掛かり期間等）

2.色情報の追加 （染色済み在庫見本を写真で登録 orカラーパレットで制作して

登録）

◇授業の視点

PA-MAPで企画したモノはどの様な感じに変わったか？この方法で見た時に企画を

決めていくためにはどの様な情報が必要か？

復習：◇授業外学修 

ディスカッションの

結果を元に、色情報の

PA-MAP アプリへの入

力作業と変更分の素

材・デザイン資料の追

加収集。 

色を追加し、各色各１

点の数量を登録する

事。 

60分 

ブランドマネジメント  
水内 大策 

高度アパレル専門科 4年 前期 15回 必修（講義） 
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5回 

＊ブランドとしての規模感を考えてみよう！-① 

全体感を考察。ブランドとしてどの様に見えるか？企画内容は魅力的か？ 

1.全体を見てディスカッションを行う。

◇授業の視点

企画したモノは、各色各１で店頭に置いた時、いくら位の規模になるか？売り上げ

規模と企画内容は見合っているか？

復習：◇授業外学修 

ディスカッションの

結果を元に、各情報の

PA-MAP アプリへの入

力整理作業をしてお

く事。 

60分 

6回 

＊ブランドとしての規模感を考えてみよう！-② 

スタイリング（組み合わせ）を考えて全体を考察。

1.ブランドとしてどの様に見えるか？企画内容は魅力的か？全体を見てディスカ

ッションを行う。

◇授業の視点

企画の内容は適切か？企画の増減は必要か？より良い企画提案をするためには何

をどの様にする必要があるか？

復習：◇授業外学修 

ディスカッションの

結果を元に、PA-MAPア

プリのブラッシュア

ップ作業をしておく

事。 

60分 

7回 

＊ブランドとしての規模感を考えてみよう！-③ 

スタイリング（組み合わせ）を考えて全体を考察。

1.ブランドとしてどの様に見えるか？企画内容は魅力的か？全体を見てディスカ

ッションを行う。

2.色サイズ別の大まかな生産数量を入力する。

◇授業の視点

何にどのくらいの奥行きが必要か？企画の内容は適切か？企画の増減は必要か？

復習：◇授業外学修 

ディスカッションの

結果を元に、各自の生

産予定数量を考え入

力 す る 。 そ の 他 の

PA-MAP アプリ情報の

ブラッシュアップ作

業をしておく事。 

60分 

8回 

＊ブランドとしての規模感を考えてみよう！-④ 

各自がそれぞれ積み上げた現在の計画値を上代合計で考察。希望上代でのブランド

としての生産規模を確認する。 

1.客観的なイメージと希望上代合計金額を見て、企画自体が足りるのか不足するの

かディスカッションする。

2.カテゴリーや納期による各企画の生産数量が適切なのか検証し修正する。

3.PA-MAP上の製品企画の店頭納期や,企画自体が必要かどうかを検討し修正する。

◇授業の視点

どのカテゴリーや納期にどのくらいの奥行きが必要か？企画の内容は適切か？企

画の増減は必要か？

復習：◇授業外学修 

ディスカッションの

結果を元に、各自の修

正情報のブラッシュ

アップ作業をしてお

く事。

60分 

9回 

＊原価と上代を考えよう！-① 

企画した製品がどのくらいの原価で作れるのかを考察。 

1.素材・縫製工賃・附属品を大まかに入力する。

2.用尺や必要個数・単価を大まかに入力する。

◇授業の視点

企画初期の段階で設定した『希望上代』がどの程度実現できるのか？『理想上代』

との差ができる原因は？

復習：◇授業外学修 

考察を元に原因と思

われる原価内容や希

望上代を修正する事。 

60分 

10 回 

＊原価と上代を考えよう！-② 

原価の構造を考察。アパレル製品の半数近くが破棄されるという現在の状況に至る

原因の一つ『原価率』とその理想を考える。 

1.原価の構造を表す資料を元に解説を行う。

2.解説で感じたことを元に情報を修正する。

◇授業の視点

現在の状況に至る一つの原因を聞いてどの様に感じたか？自分達はどの様に考え

てそれらを解決するか？

復習：◇授業外学修 

自分達のアイディア

を元に原価内容や希

望上代を修正する事。 

60分 

11回 

＊変化した理想上代でブランドとしての全体感を見てみよう！ 

1.各自がそれぞれ吟味し修正した現在の計画値を上代合計で考察する。

2.希望上代・理想上代それぞれでの在庫規模とその差を確認する。

3.カテゴリーや納期による原価率の違いを元に、希望上代に合わせるか理想上代に

合わせるか検討する。

◇授業の視点

利益は無くてはならないが、売れなくては元も子もない。商品の役割（納期やカテ

ゴリー）の違いによる原価率の違いを考える。

復習：◇授業外学修 

自分達のアイディア

を元に原価内容や希

望上代を修正する事。 

60分 

12回 

＊数字の関連を理解しよう！ 

1.数字の関連性から変更出来る事出来ない事を理解し、ブランドとして最適になる

様に内容をブラッシュアップする。

◇授業の視点

このタイミングで出来ることはなんだろう？現時点でどの企画が生産をスタート

出来るのか？

復習：◇授業外学修 

企画内容や詳細情報

を修正し、プレゼン出

来る様にしておく事。 

60分 

13回 

＊修正内容を検証して、予算を立てよう！ 

1.修正内容のプレゼン。

2.予算・目標金額を話し合う。

◇授業の視点

予算とはあらかじめ存在するものだが、枠にはまらない様、敢えて計画後に検証す

る。

SHOPの条件やターゲット、商品内容により推測する。

復習：◇授業外学修 

企画内容や詳細情報

を修正する事。 

60分 
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8408 

14回 

＊生地の仕掛かり・縫製や加工の期間とそれぞれのロットを考えよう！ 

1.苦労して計画をしたものが確実に店頭に並ぶかを検証する。

2.納期が間に合わないものの解決策を考える。

3.現時点で何が生産をスタート出来るのかを考える。

◇授業の視点

本来この行動をいつから行うべきなのか？ロットの見合わない企画は処分損にな

るだけでなく、生産が出来ない可能性が大きいことを確認する。

復習：◇授業外学修 

企画内容や詳細情報

を修正する事。 

60分 

15回 

＊どうすれば理想の商品をタイムリーに企画・生産し顧客に届けられる？ 

＊総括とレポート準備のための質疑応答。 

◇授業の視点

どの様に計画を立てればそれぞれが良いと思われる製品を顧客に届ける事が出来

るか？

復習：プレゼンの為の

確認 
60分 

◆フィードバックの方法

講義中、必要時に解説し、院長プレゼン後に講評する。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 50% 

試験 － 

課題（ﾌﾟﾚｾﾞﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ） 50% 

検定試験結果 － 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

なし。必要な帳票などは、適時配布。

◆参考文献

なし

◆オフィスアワー

毎週火曜日（12:00〜12:30）第５校舎４階 講師室 または高度アパレル専門科４年 教室

◆備考

その時々で発生、発見する問題を体感し、ディスカッションしながら解決策を導き出す方法を学ぶ為、

欠席が多いと習熟度に大きく関わる。  ＊授業内容は、進行や理解の度合いにより変更する可能性有り。 
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8409 

◆授業の方針・概要

年間を通してファッション業界で活躍するスペシャリストを招き、アパレル業界の現状からトレンド、企画立案、技術指導等

の講義を聞き、常に最新の技術や知識を学ぶことを目標とする。 

◆到達目標（学修成果）

服飾造形総合演習の授業と連携しながら、自己の知識向上と就職活動に結びつけるようにする。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業のために必要な科目である。業界の“今”の現場の話を聴くことによって知識を養い卒業後に活かせる。

◆授業計画

授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ・Ｑｕｏｔａｔｉｏｎ トレンドセミナー 予習：講義内容について調べる 30分 

2回 ・ブランディングマーケットリサーチ 予習：講義内容について調べる 30分 

3回 ・ＮＹコレクションについて 予習：講義内容について調べる 30分 

4回 ・現代ファッションについて 予習：講義内容について調べる 30分 

5回 ・米マーケティングについて 予習：講義内容について調べる 30分 

6回 ・近代・現代デザインについて 予習：講義内容について調べる 30分 

7回 ・空間表現について 予習：講義内容について調べる 30分 

8回 ・色について 予習：講義内容について調べる 30分 

◆フィードバックの方法

講義後に毎回レポートを提出、点検する。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

必要に応じて資料を配布

◆参考文献

なし

◆オフィスアワー

質問等に対応する。

◆備考

日程及び内容を変更することもある。

特別講義Ⅳ 
渡邊 千佳子 

高度アパレル専門科 4年 通年 必修 （講義） 

【9】



★8410

◆授業の方針・概要

１年から３年までクリエイティブデザインの授業で学んできたことの総まとめとして、クリエーション力を最大限に

発揮する場とする。

またこの授業では、アパレル企業のデザイナーを想定し、消費者（ターゲット）を意識したデザイン考案も行う。

クリエーションとビジネス両方の観点から、デザイン画の表現を通して社会で活用できるよう訓練する。

◆到達目標（学修成果）

様々なコンテストのデザイン画や、就職活動に欠かせないポートフォリオ制作を繰り返し行うことで創造性及び商品企画力を

身に付ける。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業のために必要な科目である。創造性及び企画力を身に付ける。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ポーズ集をつくる 復習：プロポーション 30分 

2回 〃 予習：図書館 30分 

3回 テーマによるデザイン考案① 〃 〃 

4回 〃 ② 〃 〃 

5回 〃 ③ 〃 〃 

6回 企業研究 予習：企業検索 30分 

7回 ターゲットに向けたデザイン① 予習：市場調査 60分 

8回 〃 ② 〃 〃 

9回 〃 ③ 〃 〃 

10回 テーマによるデザイン考案④ 予習：材料探し 60分 

11回 〃 ⑤ 予習：図書館 30分 

12回 〃 ⑥ 〃 〃 

13回 コンテストデザイン画① 予習：トレンド検索 30分 

14回 〃 ② 予習：テーマ探し 30分 

15回 〃 ③ 〃 〃 

16回 テーマによるデザイン考案⑦ 予習：図書館 30分 

17回 〃 ⑧ 〃 〃 

18回 〃 ⑨ 〃 〃 

19回 卒業制作デザイン画 予習：市場調査 60分 

20回 まとめ 

◆フィードバック方法

下書きの段階で一度チェックし、着彩方法、タッチなどその都度点検する、作品返却時に講評する。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業評価(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) － 

◆教科書

必要に応じて資料を配布

◆参考文献

服飾用語辞典、最新のファッション誌、繊研新聞、など

◆オフィスアワー

毎週：月曜日（１５：４５～１６：４５）5302教室（第 5校舎 3階）

◆備考

時期に合わせ授業内容は変更することもある

服飾造形・実習Ⅳ（デザイン画） 
渡邊 千佳子 

高度アパレル専門科科 4 年 年間 20回 必修（実習･実技） 
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★8411

◆授業の方針・概要

マーチャンダイザー、ブランドディレクターとしての実務経験を活かし、時代と共に変化していくファッションビジネスを

広い視野で多角的に捉え、情報収集からマーケティング・企画・販売へと連動させ、自分の中にあるイメージを具現化してい

く。その上で、時代の空気感を捉えたブランディングと服飾造形の技術力を加えた、次世代のオリジナルブランドの企画・立

案。 

◆到達目標（学修成果）

時代を捉える感覚をさらに向上させ、自らのアイデアや感性を実践的に形にしたオリジナルブランドの企画・立案を通して

高度なスキルを養うことを目的とする。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業のために必要な科目。ブランドビジネスを理解するために必要となる。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ブランディング 1／プロジェクト概要の説明、資料収集（講義と実習形式） 予習：資料収集 30分 

2回 ブランディング 2／資料収集、イメージマップ作成等（講義と実習形式） 予習：資料収集 30分 

3回 ブランディング 3／資料収集、イメージマップ作成等（講義と実習形式） 予習：資料収集 30分 

4回 ブランディング 4／資料収集、コンセプトワーク・ターゲット設定等（講義と実習形式） 復習：リサーチまとめ 20分 

5回 ブランディング 5／資料収集、コンセプトワーク・ターゲット設定等（講義と実習形式） 復習：リサーチまとめ 20分 

6回 ブランディング 6／ブランド名・ライフスタイルマップ作成等（講義と実習形式） 予習：マーケットリサーチ 30分 

7回 ブランディング 7／ブランド名・ライフスタイルマップ作成等（講義と実習形式） 予習：マーケットリサーチ 30分 

8回 ブランディング 8／シーズンテーマ・シーズンカラー設定（講義と実習形式） 復習：イメージビジュアル 20分 

9回 ブランディング 9／シーズンテーマ・シーズンカラー設定（講義と実習形式） 復習：イメージビジュアル 20分 

10回 
ブランディング 10／アイテム・プライスゾーン設定、ストアロケーション設定、ブランドネー

ムデザイン及びプライスカードデザイン（講義と実習形式）

予習：アイテム・プライス

カード等のリサーチ
30分 

11回 
ブランディング 11／アイテム・プライスゾーン設定、ストアロケーション設定、ブランドネー

ムデザイン及びプライスカードデザイン（講義と実習形式）

予習：アイテム・プライス

カード等のリサーチ
30分 

12回 ブランディング 12／ハンガーイラスト作成、素材当て込み(講義と実習形式） 予習：商品・素材リサーチ 30分 

13回 ブランディング 13／ハンガーイラスト作成、素材当て込み(講義と実習形式） 予習：商品・素材リサーチ 30分 

14回 ブランディング 14／ハンガーイラスト作成、素材当て込み(講義と実習形式） 予習：商品・素材リサーチ 30分 

15回 ブランディング 15／企画資料まとめ作業・全体最終確認（講義と実習形式） 
予習：資料全体確認・プレゼ

ン準備
30分 

◆フィードバックの方法

課題に対するコメントをする。プレゼンテーションに対する講評。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 

検定試験結果 － 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

必要に応じプリント配布。

◆参考文献

なし

◆オフィスアワー

授業終了後、質問等に対応する。

◆備考

授業内容は変更する事もある。

服飾造形・実習Ⅳ（ブランディング） 
牧 大輔 

高度アパレル専門科 4年 前期 15回 必修（実習･実技） 
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